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本日のプログラム

司会   大橋 省吾君

・点 鐘           近藤 太門君 

・ROTARY SONG  「奉仕の理想」 

・今月の歌    「われは海の子」  

・ビジター紹介        近藤 太門君   

      中部大学春日丘高等学校

      ＩＡＣ顧問 松本 誠太 先生他

・食事・歓談

・委員会報告

・会長挨拶          近藤 太門君

・祝福  

・幹事報告          加藤 宗生君 

・点 鐘           近藤 太門君

今月の歌

我は海の子 

    われは海の子   白浪の 

    さわぐいそべの  松原に 

    煙たなびく    とまやこそ 

    わがなつかしき  住家なれ 

今月の祝福 

会員誕生日 

  9日 社本 太郎 君   9日  名畑 豊君 

11日 屋嘉比 良夫君  12日 伊藤一裕君 

18日 峠 テル子 君  31日 岡本博貴君 

夫人誕生日 

  3日 小柳出 和文君・恵梨香さん 

 11日 山田   治君・幸子さん 

 22日 成瀬  浩康君・由美さん 

２０１７年８月１８日（金）２３３４回（８月第２例会） 

アテンダンス表彰 

43ヶ年   貴田 永克君   加藤  茂君 

15ヶ年   加藤久仁明君 

3ヶ年   大橋 省吾君 

先週の記録 

会長挨拶       会長 近藤 太門君

皆さんこんにちは、大変な緊張の連続を続けた

先月7月でした。クラブの新年度と言う事で、市

長を始め警察、消防等々の行政関係所へ、加藤久

仁明副会長、加藤宗生幹事と一緒に表敬訪問の為

にお邪魔をして来ました。関係クラブには、幹事

共々先ず5日には親クラブの小牧ロータリークラ

ブへご挨拶の為例会に出席しました。開会直前に

「ラジオ体操」が始まって、何年振りかの「ラジ

オ体操」に少々あわてましたが、体を動かす？事

も悪くないなぁと感じながら体操をしました。 

続いて 10 日は子クラブの名古屋空港クラブに挨

拶に行きました、ここの例会は実に楽しく和やか

な雰囲気のある例会でした。更に25日には、名古

屋城北クラブのＩＤＭにお邪魔をして来ました。

ここで、びっくりしたのは、城北ロータリークラ

ブのオリジナルのテーマ曲がある事でした。何か

新鮮な体験をさせてもらいました。 

今回どのクラブでも大変丁重な対応をしていただ

きました事を感謝申し上げます。 

幹事報告       幹事  加藤 宗生君 

幹事報告

第２回理事役員会  

下記の審議事項につきまして、全て可決承認され

ました。

会      長 ：近藤  太門 例 会 日 ：金曜日 12:30～13:30 

副  会  長 ：加藤 久仁明 例 会 場 ：ホテルプラザ勝川 

副  会  長 ：野浪  正毅 事 務 局 ：春日井市鳥居松町5-45 

幹      事 ：加藤  宗生  Ｔ Ｅ Ｌ ：（0568）81-8498 

会報委員長 ：古屋  義夫 Ｆ Ａ Ｘ ：（0568）82-0265 

   Ｅ- mail ：Ksgi-rc@gaea.ocn.ne.jp 



第 1 号議案：開始貸借対照表並びに 7 月度収支承

認の件

第 2 号議案：WFF 例会変更 チケット購入の件

（2 枚４千円）

第 3 号議案：春日井菊花大会に係る賞の件

（３０，０００円）

第 4 号議案：２０１６年規定審議会決定事項の受

け入れについて

その他議案：創立５０周年記念公演会日程につい

て

２０１８年１１月 17 日：ホームページ上に会員

限定サイトを作成して経費削減と合理化

報告事項 

＊9 月 15 日ガバナー補佐訪問の件 ネクタイ着

用。

地区行事 

＊9 月 14 日：第２１回米山奨学生学友会総会

１８時～ 出席者 大畑米山奨学委員長 

＊9 月 18 日：地区青少年サミット

１３時１５分～ 出席者 青山青少年奉仕委員長

＊9 月 9 日：地区審議会 １５時～ 出席者 近

藤太門会長

＊8 月 27 日：第 7 期 2760 地区 RLI 会長エレク

ト研修  １５時  出席者 川瀬会長エレクト

＊8 月 10 日：東尾張分区 会長、幹事会

17 時 出席者 近藤太門会長 加藤宗生幹事

次週予告

＊8 月 18 日

＊祝福

＊春日丘 IAC 

◎例会変更のお知らせ

羽 島 ８月２２日（火）8月 19日（土）18:30～ 

Ｒ Ｃ 納涼例会の為 潜龍  

名 古 屋 栄 ８月 21 日（月）17:00～ 

Ｒ Ｃ 親睦例会の為 クレストンホテル 

名 古 屋 東 ８月 21 日（月）18:30～ 

Ｒ Ｃ 名城ローターアクト合同夜間例会の為 

名古屋丸の内 ８月 24 日（木）18:30～ 

Ｒ Ｃ 納涼例会の為  

名古屋アイリス ８月 23日（水）８月２５日（金）12:30～ 

Ｒ Ｃ ガバナー公式訪問の為 東急ホテル 

名 古 屋 清 須 ８月２２日（火）8月２５日（金） 

Ｒ Ｃ 前期ＩＤＭ振替の為  

名 古 屋 葵 ８月 24日（木）8月２５日（金） 

Ｒ Ｃ ガバナー公式訪問の為  

岩 倉 ８月 29日（火）8月 27 日 6:00～ 

Ｒ Ｃ 早朝座禅例会の為 向陽寺  

津 島 ８月２５日（金）８月２８日（月） 

Ｒ Ｃ ガバナー公式訪問の為 名鉄グランド 

名 古 屋 城 北 8月 29 日（火） 

Ｒ Ｃ 夜間例会の為 東急ＲＥＩホテル 

名 古 屋 守 山 8月 30日（水） 

Ｒ Ｃ 夜間例会の為 ラ･メゾンヒトトキ 

犬 山 8月２９日（火）８月 31日（木） 

Ｒ Ｃ ガバナー公式訪問の為 犬山ホテル 

江 南 8月 31 日（木）１２:30～ 

Ｒ Ｃ ガバナー公式訪問の為 犬山ホテル 

出席報告 委員長 梅村  守君 

会員 54 名 欠席 17名 出席率 68.5％ 

先々週の修正出席  欠席 0 名 出席率 100％ 

ニコボックス報告    委員長   芝田 貴之君 

○卓話を楽しみにしています   近藤 太門君 

○祝福を受けた喜びで      岡田 義邦君 

○卓話をさせていただきます   稲垣 勝彦君 

○卓話を聞く喜びで 

足立 治夫君  伊藤 一裕君  伊藤 正之君  

梅村  守君  大橋 完一君  大橋 省吾君   

大原 泰昭君  岡嶋 良樹君  小川  長君 

小野寺 誠君  小柳出和文君  風岡 保広君 

加藤久仁明君  加藤  茂君  加藤 宗生君 

北  健司君  貴田 永克君  近藤 秀樹君

清水  勲君  下田 育雄君  社本 太郎君 

宅間 秀順君  名畑  豊君  成瀬 浩康君 

野浪 正毅君  場々大刀雄君  早川 八郎君 

藤川 誠二君  古屋 義夫君  屋嘉比良夫君 

山田  治君  和田 了司君 

○ご協力ありがとうございます。 

ニコボックス委員会 

卓 話            稲垣 勝彦君 

皆さん、こんにちは。私は、大和エネルフ株式

会社で執行役員地域連携室長を務めています稲垣

勝彦と申します。先月入会させていただき、新入

会員としてスピーチの機会をいただき感謝いたし

ます。今日は、「私の履歴書 これまでとこれか

ら」と題して自己紹介を兼ねてお話をさせていた

だきたいと思います。皆さんご承知の通り、私は

３７年間市役所に勤め定年退職して、２年ほど公



益財団法人スポーツふれあい財団に勤務した後、

今年５月から大和エネルフ株式会社に入社し、会

社からロータリーに入会させていただき今に至っ

ております。私は、愛知大学経済学科を卒業後、

昭和５３年４月に入庁、７課１部に所属して３７

年間勤務し、平成２７年３月に定年退職しました。

その後公益財団春日井市スポーツふれあい財団に

２年間勤務し、縁があって大和エネルフ株式会社

に転職いたしました。そして、会社からロータリ

ークラブに派遣され今日に至っております。私は

37 年間の間に 3 人の市長さんに仕えました。入庁

した時は、鈴木義男市長でその後、鵜飼一郎市長、

現在の伊藤太市長です。折角の機会ですので、3
人それぞれの特徴を振り返ってみたいと思います。

まず、鈴木市長は、世は高度経済成長期で、春日

井も高蔵寺ニュータウンを始め区画整理事業があ

ちこちで盛んに行われ、市外からの転入が大幅に

増え人口が急増します。そのために、学校や保育

園、下水道など生活に不可欠な施設の整備に追わ

れました。平成 3 年からは鵜飼市長になり、バブ

ル期が終わり経済が下降していく時代です。市と

しては人口増加も落ち着き、都市として円熟期に

入り、文化や安全などこれまでに手掛けてこなか

った部分に注力しました。次に、平成 17 年に伊

藤太市長に変ります。この頃の日本は、低成長の

真っ只中で、財政再建、企業誘致、市民協働を市

政の 3 本柱として取り組まれます。今は、「住み

続けたいまち」とか「子育ては春日井」を標榜し

てさまざまな施策に取り組んでいます。そんな 3
人の市長に仕えながら、私がやってきた仕事の代

表的なところを紹介させていただきます。まずは、

平成 3 年に、広報広聴課で広報担当として広報の

編集に携わりました。丁度、鵜飼市長が就任され

た翌年に広報を刷新するというミッションで異動

し、モノクロ 8ページへと大改革でした。一番大

変だったのは、特集を毎回やらなければならなか

ったことです。昼間は取材があるので、原稿づく

りは夜やることが多く、締め切り間際は徹夜で原

稿を書くこともありました。 私は広報広聴課で

10 年在籍しましたが、１つ大きな成果として、県

下市町村が毎年自前の広報誌を競う広報コンクー

ルで優勝したことがなかったところを優勝するこ

とができたことです。これで思い残すことはない

と思っていたら、平成 14 年に秘書課に課長補佐

として異動になりました。秘書課では、課長が市

長の秘書として外へ出るので、課長補佐は留守番

役で市長や副市長の日程調整が主な仕事ですが、

もう１つ大変な役目として、市に対する苦情対応

がありました。どっちかと言えは、秘書課に怒鳴

り込んでくる人の対応は本当に大変でした。まさ

に、忍耐力はここで鍛えられました。そして、3
年後に広報広聴課に課長として戻りました。そこ

での課長の仕事は、市の報道官としてマスコミへの

対応が中心でした。2 年目の 1 月に鵜飼市長が心

臓発作で入院され、復帰の目処が立たないことか

ら 3 月に辞任され、5 月の選挙で伊藤太市長が就

任されました。丁度、その慌ただしい時を記者対

応に追われていました。伊藤市長が就任され、翌

年の平成19年4月に市民生活課長として異動にな

りました。このときは、伊藤市長の公約として、

「財政再建」「産業振興」「市民協働」がありまし

て、その１つの市民協働として春日井まつりを刷

新することが私のミッションでした。それまでの

春日井まつりは、行政が長年主体でやってきて、

行事もマンネリ化して、参加者も減少していまし

た。そこで市民が作る市民のまつりとして刷新す

ることにしました。そのために、市内の各分野や

団体の有力者をまつりの中枢となる企画運営委員

に任命して新しい発想を取り入れ、さらに、その

下部組織に実行部隊となるショッピング部会、ス

テージ部会、パレード部会に各団体から参加して

もらって、夜な夜な議論を繰り返しました。 そし

て、翌年の市制 65周年にまったく新しい春日井ま

つりが誕生しました。会場レイアウトも刷新して、

メインステージを文化フォーラム前にして、飲食

では「世界グルメストリート」が初登場し、「ラー

メン横丁」が復活しました。見る企画では、商工

会議所青年部による「パルケ デ キッズランド」、

春日井青年会議所による「宵まつり」、書道パフォ

ーマンス大会「KASUGAI ザ 道風」が初登場、パレ

ードでは、春日井まつりの歌と踊り「どっこいせ」、

和太鼓と洋太皷が一緒に演奏する「ドラムライン」

が初登場しました。ショッピングでは、全国の県

人会による「お国巡り物産展」が登場しました。

こうして、新しい魅力が誕生したことで春日井ま

つりが盛況になりました。そして、平成 22 年 4

月に産業部に部長として異動になりました。ここ

では、市長の重要政策である企業誘致、産業振興

に取り込むことなりました。まさに低成長時代だ

からこそ、市内の産業の活性化が必須だし、これ

からの実労働人口の減少に対応するために、法人

の税収を増やすことが需要になってきます。その

ためには、市内の企業が元気になることと、優良

な企業を市内に誘致することが重要になってきま

す。市内企業の業績アップのために、県内でもト

ップクラスの助成策をまとめた産業振興アクショ

ンプランを、商工会議所や銀行を通じて紹介し、

利用促進を図りました。一方、企業誘致に力を注

ぎ、明知東工業団地には、日本の段ボールのトッ

プメーカーである「レンゴー」や関西スーパー大

手の「オークワ東海食品センター」を誘致するこ

とができました。 こうした企業の誘致は、税収ア

ップには速攻性があるので非常に大きな手段とな

ります。そして、平成 27年 3月に定年退職し、2



年間は公益財団法人春日井市スポーツふれあい財

団に勤務しでいましたが、縁がありまして、市役

所時代に築いてきた人脈や経験を民間での CSRや

まちづくりに活かせないかと思い、大和エネルフ

株式会社に転職いたしました。ここでは、地域連

携室長という役割をいただき、新たなモチベーシ

ョンとなっています。大和エネルフ株式会社の紹

介をさせていただきますと、弊社は事業所から出

る廃プラスチックや紙くず、木くずなどを原料と

して新エネルギー(RPF 品)を製造する環境エネル

ギー企業です。昭和 45年に創業、昭和 48年に設

立となり、資本金 8000 万円、社員が 90人です。

今、弊社では企業 CSRに注力しています。地域の

まちづくりに民間企業として参画できることとし

て、市や地域のイベントに協賛をしたり、NPO 団

体の活動への支援など積極的に行っています。こ

うしたことを地域連携室が担っています。これに

加え、私はこのロータリークラブにも会社から参

加させていただき、皆さんと一緒に地域の奉仕活

動ができることも楽しみにしています。また、倫

理法人会にも参加して、仕事に対する考え方を学

びながら人脈形成にも努めています。 私は、市で

のこれまでのさまざまな役割をいただいたことへ

感謝していますし、今大和エネルフで地域連携と

いう役割をいただけて、会社を始めロータリーク

ラブなどでこの春日井の活性化のお手伝いができ

ることに感謝しながら頑張って行きたいと思って

います。長時間ご静聴いただきありがとうござい

ました。 

会長挨拶 近藤 太門君 

卓話 稲垣 勝彦君


